


 

令和７年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 
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＜本校の体力向上の取組みについて＞ 

・晴天時の業間体育で５分間走を行い、個人や縦割り班ごとに目標をもたせ、持久力の

向上を図る。 

・冬季の業間体育でなわとびに取り組む。学校行事（なわとび大会）と関連させ、縦割

り班ごとに、めあてを決め、目標に向かって協力しながら運動に取り組む楽しさが実感

できるようにする。 

 

＜児童の運動習慣の育成について＞ 

・雨天時の業間体育で音楽に合わせてダンスやストレッチに取り組み、楽しみながら柔

軟性や巧緻性などの向上を図る。 

・体育委員会が、全校で運動に慣れ親しむことができるような企画を実施する。異学年

の交流をとおして、学校全体で楽しみながら運動技能や体力の向上を図っていく。 

・タブレット等ICTの活用に積極的に取り組む。体育の活動で、教師だけでなく、児童もI

CTを活用し、自身や友達の動きを確認したり、比較したりできる利点を生かして、自身の

改善点の把握や、技能の向上を視覚的に実感できるような授業づくりに取り組む。 

また、はぴりゅうスポーツ広場を活用して、業間体育や体育の活動の記録を行う。 

 

＜その他＞ 

・体育授業担当者が授業内容の共有を行うことで、系統的・段階的に上の学年につなが

るような授業づくりを進め、確かな知識と技能の定着を図る。 

・体育大会は、子どもたちが考えた競技を実施する。学校、家庭、地域が一体となって

取り組み、運動する楽しさを共有できるようなものにする。 

・外部団体を講師として招いての水泳教室など、専門的な知識や技能に触れることがで

きる出前授業の機会を設定する。プロの実技や指導に触れることで、運動に対する興味

や関心を高め、一緒に活動することで、知識と技能の習得につなげていく。 

・担任と養護教諭が連携し、児童の実態に合わせた保健の学習指導を行う。 

・体育的行事の前や長期休業期間に健康に関するチェックカレンダーに取り組む。各家

庭で設定した「わが家のメディアルール」を守ることにも力を入れていく。 

 

健康と体力の向上をめざし、チャレンジできる子 










